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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる色相の第１副画素、第２副画素及び第３副画素を備える有機発光表示装置におい
て、
　基板と、
　前記基板上に配された第１電極と、
　前記第１電極上に前記第１電極と対向するように配された第２電極と、
　前記第１電極と前記第２電極との間に配され、第１有機発光層、第２有機発光層及び第
３有機発光層を備える有機発光層と、
　前記第１電極と前記第２電極との間に前記有機発光層と接するように配される電子アク
セプター層と、を備え、
　前記第１有機発光層は、前記第１副画素に配され、前記第２有機発光層は、前記第２副
画素に配され、前記第３有機発光層は、前記第１副画素、前記第２副画素及び前記第３副
画素に共通に配され、
　前記電子アクセプター層は、前記第１副画素で前記第１有機発光層と前記第３有機発光
層との間、及び前記第２副画素で前記第２有機発光層と前記第３有機発光層との間に配さ
れ、
　前記電子アクセプター層と前記第１有機発光層との間、及び前記電子アクセプター層と
前記第２有機発光層との間にバッファ層をさらに備え、
　前記バッファ層は、正孔注入物質または正孔輸送物質であり、
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　前記第１有機発光層は、赤色可視光線を発光し、前記第２有機発光層は、緑色可視光線
を発光し、前記第３有機発光層は、青色可視光線を発光することを特徴とする有機発光表
示装置。
【請求項２】
　前記電子アクセプター層は、ヘキサアザトリフェニレンヘキサカルボニトリル（ＨＡＴ
－ＣＮ）、ＭｏＯ３及びフラーレン（Ｃ６０）からなる群から選択されたいずれか一つを
含むことを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記第３有機発光層は、前記第１電極と前記第１有機発光層との間、及び前記第１電極
と前記第２有機発光層との間に配されることを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示
装置。
【請求項４】
　前記基板と前記第３有機発光層との間に正孔輸送層及び正孔注入層が配されたことを特
徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記正孔注入層と前記正孔輸送層との間に配された中間層をさらに備えることを特徴と
する請求項４に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記中間層は、ヘキサアザトリフェニレンヘキサカルボニトリル（ＨＡＴ－ＣＮ）、Ｍ
ｏＯ３及びフラーレン（Ｃ６０）からなる群から選択されたいずれか一つを含むことを特
徴とする請求項５に記載の有機発光表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に係り、さらに詳細には、画質特性及び寿命を容易に向上
できる有機発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近来、ディスプレイ装置は、携帯可能な薄型の平板表示装置に代替されている。平板デ
ィスプレイ装置のうちでも、有機または無機発光表示装置は、自発光型ディスプレイ装置
であって、視野角が広く、コントラストに優れているだけでなく、応答速度が速いという
長所があって、次世代ディスプレイ装置として注目されている。また、発光層の形成物質
が有機物で構成される有機発光表示装置は、無機発光表示装置に比べて、輝度、駆動電圧
及び応答速度特性に優れ、多様な色相を具現できる長所を有している。
【０００３】
　有機発光表示装置は、有機発光層を中心にカソード電極、アノード電極が配され、この
ような両電極に電圧を加えれば、両電極に連結された有機発光層から可視光線を発生させ
る。
【０００４】
　有機発光層は、赤色、緑色及び青色など、他の色の可視光線を発光させる有機発光層を
備える。有機発光層は、正孔と電子とが再結合して可視光線を発生させる。この時、再結
合に参加しない余りの電子は、正孔注入層、正孔輸送層または第１電極方向に移動する。
これは、有機発光表示装置の光効率を低下し、寿命を短縮する。
【０００５】
　特に、青色有機発光層を全体副画素に共通に使用する構造で、このような余りの電子は
、所望ではない有機発光層から可視光線を発生させて混色を発生させ、画質特性を低下さ
せるために画質向上に限界があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　本発明が解決しようとする課題は、画質特性及び寿命を容易に向上できる有機発光表示
装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を達成するために、本発明は、異なる色相の第１副画素、第２副画素及び第３
副画素を備える有機発光表示装置において、基板、前記基板上に配された第１電極、前記
第１電極上に前記第１電極と対向するように配された第２電極、前記第１電極と前記第２
電極との間に配され、第１有機発光層、第２有機発光層及び第３有機発光層を備える有機
発光層、及び前記第１電極と前記第２電極との間に前記有機発光層と接するように配され
る電子アクセプター層を備え、前記第１有機発光層は、前記第１副画素に配され、前記第
２有機発光層は、前記第２副画素に配され、前記第３有機発光層は、前記第１副画素、第
２副画素及び第３副画素に共通に配され、前記電子アクセプター層は、前記第１副画素で
前記第１有機発光層と前記第３有機発光層との間、及び前記第２副画素で前記第２有機発
光層と前記第３有機発光層との間に配される有機発光表示装置を開示する。
【０００８】
　本発明において、前記第１有機発光層は、赤色可視光線を発光し、前記第２有機発光層
は、緑色可視光線を発光し、前記第３有機発光層は、青色可視光線を発光できる。
本発明において、前記電子アクセプター層は、ヘキサアザトリフェニレンヘキサカルボニ
トリル（ＨＡＴ－ＣＮ）、ＭｏＯ３及びフラーレン（Ｃ６０）からなる群から選択された
いずれか一つを含みうる。
【０００９】
　本発明において、前記第３有機発光層は、前記第１電極と前記第１有機発光層との間、
及び前記第１電極と前記第２有機発光層との間に配されうる。
【００１０】
　本発明において、前記電子アクセプター層と前記第１有機発光層との間及び前記電子ア
クセプター層と前記第２有機発光層との間にバッファ層をさらに備えうる。
【００１１】
　本発明において、前記バッファ層は、正孔注入物質または正孔輸送物質でありうる。
【００１２】
　本発明において、前記基板と前記第３有機発光層との間に正孔輸送層及び正孔注入層が
配されうる。
【００１３】
　本発明において、前記正孔注入層と前記正孔輸送層との間に配された中間層をさらに備
えうる。
【００１４】
　本発明において、前記中間層は、ヘキサアザトリフェニレンヘキサカルボニトリル（Ｈ
ＡＴ－ＣＮ）、ＭｏＯ３及びフラーレン（Ｃ６０）からなる群から選択されたいずれか一
つを含みうる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の有機発光表示装置によれば、画質特性及び寿命を容易に向上させうる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に関する有機発光表示装置を示す概略的な断面図である。
【図２】本発明の他の実施形態に関する有機発光表示装置を示す概略的な断面図である。
【図３】本発明のさらに他の実施形態に関する有機発光表示装置を示す概略的な断面図で
ある。
【図４】本発明の有機発光表示装置の寿命を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
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　以下、添付した図面に示された本発明に関する実施形態を参照して、本発明の構成及び
作用を詳細に説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の一実施形態に関する有機発光表示装置を示した概略的な断面図である
。
【００１９】
　本実施形態の有機発光表示装置１００は、第１副画素ＳＰ１、第２副画素ＳＰ２及び第
３副画素ＳＰ３を含む。これらの各副画素ＳＰ１，ＳＰ２，ＳＰ３は、異なる色の副画素
でありうるが、本実施形態では、第１副画素ＳＰ１は、赤色副画素、第２副画素ＳＰ２は
、緑色副画素、及び第３副画素ＳＰ３は、青色副画素と定義する。
【００２０】
　図１には、一つの第１副画素ＳＰ１、一つの第２副画素ＳＰ２、及び一つの第３副画素
ＳＰ３が示されているが、これは、説明の便宜のためのものであり、有機発光表示装置１
００は、複数の第１副画素ＳＰ１、複数の第２副画素ＳＰ２、及び複数の第３副画素ＳＰ
３を備えうる。
【００２１】
　第１副画素ＳＰ１は、第１電極１１０、第３有機発光層１３３、電子アクセプター層１
２５、第１有機発光層１３１及び第２電極１５０を備える。第２副画素ＳＰ２は、第１電
極１１０、第３有機発光層１３３、電子アクセプター層１２５、第２有機発光層１３２及
び第２電極１５０を備える。第３副画素ＳＰ３は、第１電極１１０、第３有機発光層１３
３及び第２電極１５０を備える。
【００２２】
　具体的には、各部材の構成について説明する。
【００２３】
　まず、基板１０１は、ＳｉＯ２を主成分とする透明なガラス材質で形成されうる。基板
１０１は、必ずしもこれに限定されず、透明なプラスチック材質で形成することもある。
プラスチック材質は、絶縁性有機物であるポリエーテルスルホン（ＰＥＳ）、ポリアクリ
レート（ＰＡＲ）、ポリエーテルイミド（ＰＥＩ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ
）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリフェニレンスルフィド（ＰＰＳ）、ポ
リアリレート、ポリイミド、ポリカーボネート（ＰＣ）、セルローストリアセテート（Ｔ
ＡＣ）、セルロースアセテートプロピオネート（ＣＡＰ）からなる群から選択される有機
物でありうる。
【００２４】
　また、金属で基板１０１を形成できる。金属で基板１０１を形成する場合、基板１０１
は、炭素、鉄、クロム、マンガン、ニッケル、チタン、モリブデン、ステンレススチール
（ＳＵＳ）、インバー合金、インコネル合金及びコバール合金からなる群から選択された
一つ以上を含みうるが、これに限定されるものではない。基板１０１は、金属フォイルで
形成することもある。
【００２５】
　基板１０１の上部に平滑な面を形成し、基板１０１の上部への不純元素の浸透を遮断す
るために、基板１０１の上部に保護層（図示せず）を形成できる。保護層（図示せず）は
、ＳｉＯ２及び／またはＳｉＮｘで形成できる。
【００２６】
　第１電極１１０は、フォトリソグラフィ法によって所定のパターンで形成できる。第１
電極１１０は、反射型電極または透過型電極でありうる。第１電極１１０が反射型電極で
ある場合、Ａｇ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ａｕ、Ｎｉ、Ｎｄ、Ｉｒ、Ｃｒ、Ｌｉ、Ｃａ
及びこれらの化合物で反射膜を形成した後、その上に仕事関数の高いＩＴＯ、ＩＺＯ、Ｚ
ｎＯまたはＩｎ２Ｏ３を配置して第１電極１１０を形成する。第１電極１１０が透過型電
極である場合、第１電極１１０は、仕事関数の高いＩＴＯ、ＩＺＯ、ＺｎＯまたはＩｎ２

Ｏ３で形成される。
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【００２７】
　本実施形態では、第１電極１１０をアノード電極、第２電極１４０をカソード電極と仮
定したものであるが、電極の極性が逆になってもよい。
【００２８】
　第１電極１１０上に正孔注入層１２１及び正孔輸送層１２２が形成される。しかし、本
発明は、これに限定されない。正孔注入層１２１及び正孔輸送層１２２が配されないこと
もあり、二つの層のうち、一つの層のみが配されることもある。
【００２９】
　正孔輸送層１２２上に有機発光層１３０が形成される。有機発光層１３０は、第１有機
発光層１３１、第２有機発光層１３２及び第３有機発光層１３３を備える。
【００３０】
　具体的に説明すれば、まず、第１副画素ＳＰ１、第２副画素ＳＰ２及び第３副画素ＳＰ
３の全体にわたって、正孔輸送層１２２上に第３有機発光層１３３が形成される。
【００３１】
　第３有機発光層１３３は、青色可視光線を発光し、青色発光材料であるオキサジアゾー
ルダイマー染料（Ｂｉｓ－ＤＡＰＯＸＰ）、スピロ化合物（Ｓｐｉｒｏ－ＤＰＶＢｉ，Ｓ
ｐｉｒｏ－６Ｐ）、トリアリルアミン化合物、ビス（スチリル）アミン（ＤＰＶＢｉ，Ｄ
ＳＡ）、４，４’－ビス（９－エチル－３－カルバゾビニレン）－１，１’－ビフェニル
（ＢＣｚＶＢｉ）、ペリレン、２，５，８，１１－テトラ－ｔｅｒｔ－ブチルペリレン（
ＴＰＢｅ）、９Ｈ－カルバゾール－３，３’－（１，４－フェニレン－ジ－２，１－エテ
ン－ジイル）ビス［９－エチル－（９Ｃ）］（ＢＣｚＶＢ）、４，４－ビス［４－（ジ－
ｐ－トリルアミノ）スチリル］ビフェニル（ＤＰＡＶＢｉ）、４－（ジ－ｐ－トリルアミ
ノ）－４’－［（ジ－ｐ－トリルアミノ）スチリル］スチルベン（ＤＰＡＶＢ）、４，４
’－ビス［４－（ジフェニルアミノ）スチリル］ビフェニル（ＢＤＡＶＢｉ）、ビス（３
，５－ジフルオロ－２－（２－ピリジル）フェニル－（２－カルボキシピリジル）イリジ
ウムＩＩＩ（ＦＩｒＰｉｃ）を含んでもよく、それ以外に、ポリフルオレン系高分子、ポ
リビニル系高分子のような高分子発光物質を含んでもよい。
【００３２】
　第１副画素ＳＰ１及び第２副画素ＳＰ２には、第３有機発光層１３３上に電子アクセプ
ター層１２５が配される。電子アクセプター層１２５は、ヘキサアザトリフェニレンヘキ
サカルボニトリル（ＨＡＴ－ＣＮ）、ＭｏＯ３及びフラーレン（Ｃ６０）からなる群から
選択されたいずれか一つを含みうる。特に、電子アクセプター層１２５は、１，４，５，
８，９，１１－ヘキサアザトリフェニレンヘキサカルボニトリルを含みうる。
【００３３】
　電子アクセプター層１２５は、電子と正孔とが再結合した後、余りの電子をトラップで
きる。
【００３４】
　そして、第１副画素ＳＰ１で、電子アクセプター層１２５上には、第１有機発光層１３
１が形成される。第１有機発光層１３１は、赤色可視光線を発光し、テトラフェニルナフ
タセン、ルブレン、トリス（１－フェニルイソキノリン）イリジウム（ＩＩＩ）（Ｉｒ（
ｐｉｑ）３）、ビス（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－２－イル－ピリジン）（アセチルア
セトネート）イリジウム（ＩＩＩ）（Ｉｒ（ｂｔｐ）２（ａｃａｃ））、トリス（ジベゾ
イルメタン）フェナントロリンユロピウム（ＩＩＩ）（Ｅｕ（ｄｂｍ）３（ｐｈｅｎ））
、トリス［４，４’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－（２，２’）－ビピリジン］ルテニウム（
ＩＩＩ）錯体（Ｒｕ（ｄｔｂ－ｂｐｙ）３＊２（ＰＦ６））、ＤＣＭ１、ＤＣＭ２、Ｅｕ
（三フッ化テノイルアセトン）３）（Ｅｕ（ＴＴＡ）３）、ブチル－６－（１，１，７，
７－テトラメチルジュロリジル－９－エニル）－４Ｈ－ピラン（ＤＣＪＴＢ）を含んでも
よく、それ以外に、ポリフルオレン系高分子、ポリビニル系高分子のような高分子発光物
質を含んでもよい。
【００３５】
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　第２副画素ＳＰ２には、電子アクセプター層１２５上に第２有機発光層１３２が形成さ
れる。第２有機発光層１３２は、緑色発光材料である３－（２－ベンゾチアゾリル）－７
－（ジエチルアミノ）クマリン（Ｃｏｕｍａｒｉｎ６）２，３，６，７－テトラヒドロ－
１，１，７，７、－テトラメチル－１Ｈ，５Ｈ，１１Ｈ－１０－（２－ベンゾチアゾリル
）キノリジノ－［９，９ａ，１ｇｈ］クマリン（Ｃ５４５Ｔ）、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－キ
ナクリドン（ＤＭＱＡ）、トリス（２－フェニルピリジン）イリジウム（ＩＩＩ）（Ｉｒ
（ｐｐｙ）３）を含んでもよく、それ以外に、ポリフルオレン系高分子、ポリビニル系高
分子のような高分子発光物質を含んでもよい。
【００３６】
　そして、全体副画素にわたって有機発光層１３０上に電子輸送層１４１及び電子注入層
１４２が順次に配される。本発明は、これに限定されず、電子輸送層１４１及び電子注入
層１４２が配されないこともあり、二つの層のうち一つの層のみが配されることもある。
【００３７】
　電子注入層１４２上に第２電極１５０が配される。第２電極１５０は、透過型電極また
は反射型電極でありうる。第２電極１５０が透過型電極である場合、第２電極１５０は、
仕事関数の小さい金属、すなわち、Ａｇ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ａｕ、Ｎｉ、Ｎｄ、
Ｉｒ、Ｃｒ、Ｌｉ、Ｃａ及びこれらの化合物を蒸着した後、その上にＩＴＯ、ＩＺＯ、Ｚ
ｎＯまたはＩｎ２Ｏ３などの透明導電物質で補助電極層やバス電極ラインを形成できる。
【００３８】
　第２電極１５０が反射型電極である場合、第２電極１５０は、仕事関数の小さい金属、
すなわち、Ａｇ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ａｕ、Ｎｉ、Ｎｄ、Ｉｒ、Ｃｒ、Ｌｉ、Ｃａ
で形成されうる。
【００３９】
　基板１０１の一面に対向するように、すなわち、第２電極１５０の上部に密封部材（図
示せず）が配されうる。密封部材（図示せず）は、外部の水分や酸素から有機発光層を保
護するために形成するものであって、密封部材（図示せず）は、透明な材質で形成される
。このために、密封部材は、ガラス、プラスチックまたは有機物及び無機物の複数の重畳
された構造で形成されることもある。
【００４０】
　本実施形態の有機発光表示装置１００は、第１副画素ＳＰ１の第３有機発光層１３３と
第１有機発光層１３１との間、及び第２副画素ＳＰ２の第３有機発光層１３３と第２有機
発光層１３２との間に電子アクセプター層１２５が配される。
【００４１】
　電子アクセプター層１２５は、第２電極１５０を通じて注入された電子が第１有機発光
層１３１、第２有機発光層１３２及び第３有機発光層１３３を通過して正孔輸送層１２２
及び正孔注入層１２１に流入することを防止する。
【００４２】
　具体的には、第１副画素ＳＰ１から第２電極１５０を通じて注入された電子が第１有機
発光層１３１で正孔と再結合した後に、余りの電子が電子アクセプター層１２５にトラッ
プされて、余りの電子が第３有機発光層１３３または正孔輸送層１２２の方向に流入する
ことを防止する。また、第２副画素ＳＰ２で第２有機発光層１３２で電子が正孔と再結合
した後に、余りの電子が電子アクセプター層１２５にトラップされて、余りの電子が第３
有機発光層１３３または正孔輸送層１２２の方向に流入することを防止する。
【００４３】
　このような余りの電子が第３有機発光層１３３、正孔注入層１２１または正孔輸送層１
２２など、所望ではない有機層に流入すれば、有機発光表示装置１００の寿命を短縮させ
うる。しかし、本実施形態では、このような余りの電子が電子アクセプター層１２５にト
ラップされ、結果的に、有機発光表示装置１００の寿命が延長する。
【００４４】
　特に、第３有機発光層１３３より第１有機発光層１３１及び第２有機発光層１３２が第
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２電極１５０に近く位置するので、余りの電子による寿命短縮がさらに顕著になりうるが
、本実施形態の電子アクセプター層１２５は、このような寿命短縮を効果的に防止する。
【００４５】
　また、第１副画素ＳＰ１で第２電極１５０を通じて注入された電子が第１有機発光層１
３１で正孔と再結合した後に、余りの電子が第３有機発光層１３３に流入すれば、第３有
機発光層１３３でこのような余りの電子と正孔とが再結合し、青色可視光線が発光しうる
。これにより、第１副画素ＳＰ１で青色可視光線と赤色可視光線とが混色された可視光線
が発光しうる。そして、同様に、第２副画素ＳＰ２でも余りの電子が第３有機発光層１３
３で正孔と再結合して、第２副画素ＳＰ２で所望の緑色可視光線ではない、混色された可
視光線が発光しうる。
【００４６】
　このような混色現象は、有機発光表示装置１００の画質特性を顕著に落とす。しかし、
本実施形態では、第１有機発光層１３１と第３有機発光層１３３との間及び第２有機発光
層１３２と第３有機発光層１３３との間に電子アクセプター層１２５を配置し、余りの電
子をトラップして混色を防止し、結果的に、有機発光表示装置１００の画質特性が向上す
る。
【００４７】
　また、本実施形態で各副画素別に第１電極１１０と第２電極１５０との間の長さを差別
化して、有機発光層１３０から発生した可視光線の光路長を各副画素別に異ならせてマイ
クロキャビティー効果を具現できる。
【００４８】
　図２は、本発明の他の実施形態に関する有機発光表示装置を示した概略的な断面図であ
る。説明の便宜上、前述した実施形態と異なる点を中心に説明する。
【００４９】
　本実施形態の有機発光表示装置２００は、第１副画素ＳＰ１、第２副画素ＳＰ２及び第
３副画素ＳＰ３を含む。これらの各副画素ＳＰ１，ＳＰ２，ＳＰ３は、異なる色の副画素
でありうるが、本実施形態では、第１副画素ＳＰ１は赤色副画素、第２副画素ＳＰ２は緑
色副画素、及び第３副画素ＳＰ３は青色副画素と定義する。
【００５０】
　図２には、一つの第１副画素ＳＰ１、一つの第２副画素ＳＰ２、及び一つの第３副画素
ＳＰ３が示されているが、これは、説明の便宜上のものであり、有機発光表示装置２００
は、複数の第１副画素ＳＰ１、複数の第２副画素ＳＰ２及び複数の第３副画素ＳＰ３を具
備できる。
【００５１】
　第１副画素ＳＰ１は、第１電極２１０、第３有機発光層２３３、電子アクセプター層２
２５、バッファ層２２６、第１有機発光層２３１、及び第２電極２５０を備える。第２副
画素ＳＰ２は、第１電極２１０、第３有機発光層２３３、電子アクセプター層２２５、バ
ッファ層２２６、第２有機発光層２３２及び第２電極２５０を備える。第３副画素ＳＰ３
は、第１電極２１０、第３有機発光層２３３及び第２電極２５０を備える。
【００５２】
　基板２０１上に第１電極２１０が形成される。基板２０１及び第１電極２１０の具体的
な構成は、前述した実施形態で説明した通りであるので、具体的な説明は、省略する。
【００５３】
　第１電極２１０上に正孔注入層２２１及び正孔輸送層２２２が形成される。しかし、本
発明は、これに限定されない。正孔注入層２２１及び正孔輸送層２２２が配されないこと
もあり、二つの層のうち一つの層のみが配されることもある。
【００５４】
　正孔輸送層２２２上に有機発光層２３０が形成される。有機発光層２３０は、第１有機
発光層２３１、第２有機発光層２３２及び第３有機発光層２３３を備える。
【００５５】
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　具体的に説明すれば、まず、第１副画素ＳＰ１、第２副画素ＳＰ２及び第３副画素ＳＰ
３の全体にわたって、正孔輸送層２２２上に第３有機発光層２３３が形成される。
【００５６】
　第３有機発光層２３３は、青色可視光線を発光し、具体的な材料は、前述した実施形態
で説明した通りである。
【００５７】
　第１副画素ＳＰ１及び第２副画素ＳＰ２には、第３有機発光層２３３上にバッファ層２
２６及び電子アクセプター層２２５が配される。具体的には、バッファ層２２６は、第１
有機発光層２３１と電子アクセプター層２２５との間に配される。
【００５８】
　電子アクセプター層２２５は、ヘキサアザトリフェニレンヘキサカルボニトリル（ＨＡ
Ｔ－ＣＮ）、ＭｏＯ３及びフラーレン（Ｃ６０）からなる群から選択されたいずれか一つ
を含みうる。特に、電子アクセプター層２２５は、１，４，５，８，９，１１－ヘキサア
ザトリフェニレンヘキサカルボニトリルを含みうる。
【００５９】
　バッファ層２２６は、正孔輸送物質または正孔注入物質を含む。バッファ層２２６は、
電子アクセプター層２２５にトラップされる電子の量を制御する。
【００６０】
　そして、第１副画素ＳＰ１でバッファ層２２６上には、第１有機発光層２３１が形成さ
れる。第１有機発光層２３１は、赤色可視光線を発光し、具体的な材料は、前述した実施
形態で説明した通りである。
【００６１】
　第２副画素ＳＰ２には、バッファ層２２６上に第２有機発光層２３２が形成される。第
２有機発光層２３２は、緑色可視光線を発光し、具体的な材料は、前述した実施形態で説
明した通りである。
【００６２】
　全体副画素にわたって、有機発光層２３０上に電子輸送層２４１及び電子注入層２４２
が順次に配される。本発明は、これに限定されず、電子輸送層２４１及び電子注入層２４
２が配されないこともあり、二つの層のうち一つの層のみが配されることもある。
【００６３】
　電子注入層２４２上に第２電極２５０が配される。第２電極２５０上に密封部材（図示
せず）が配されうる。第２電極２５０及び密封部材についての具体的な説明は、前述した
実施形態と同一であるので、省略する。
【００６４】
　本実施形態の有機発光表示装置２００は、第１副画素ＳＰ１の第３有機発光層２３３と
第１有機発光層２３１との間及び第２副画素ＳＰ２の第３有機発光層２３３と第２有機発
光層２３２との間に電子アクセプター層２２５が配される。電子アクセプター層２２５に
は、余りの電子がトラップされ、結果的に、有機発光表示装置２００の寿命が向上する。
また、第１副画素ＳＰ１及び第２副画素ＳＰ２で余りの電子が第３有機発光層２３３で正
孔と再結合して発光することを防止して混色を防止し、結果的に、有機発光表示装置２０
０の画質特性を向上する。
【００６５】
　特に、本実施形態は、バッファ層２２６によって、このような効果を増大させる。すな
わち、第１副画素ＳＰ１で第２電極２５０を通じて注入された電子は、第１有機発光層２
３１で正孔と再結合して赤色可視光線を発光する。この時、電子アクセプター層２２５に
よって、第１有機発光層２３１で実際に再結合に寄与する電子が減少できる。
【００６６】
　バッファ層２２６は、第１有機発光層２３１と電子アクセプター層２２５との間に配さ
れ、電子が第１有機発光層２３１から電子アクセプター層２２５に流入することを制御す
る。これを通じて、第１有機発光層２３１での電子と正孔との再結合効率は、向上する。
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【００６７】
　結果的に、有機発光表示装置２００の画質特性及び寿命延長効果が増大する。
【００６８】
　また、本実施形態で、各副画素別に第１電極２１０と第２電極２５０との間の長さを差
別化し、有機発光層２３０から発生した可視光線の光路長を各副画素別に異ならせること
によって、マイクロキャビティー効果を具現できる。
【００６９】
　図３は、本発明のさらに他の実施形態に関する有機発光表示装置を示した概略的な断面
図である。説明の便宜上、前述した実施形態と相異なる点を中心に説明する。
【００７０】
　本実施形態の有機発光表示装置３００は、第１副画素ＳＰ１、第２副画素ＳＰ２及び第
３副画素ＳＰ３を含む。これらの各副画素ＳＰ１，ＳＰ２，ＳＰ３は、異なる色の副画素
でありうるが、本実施形態では、第１副画素ＳＰ１は赤色副画素、第２副画素ＳＰ２は緑
色副画素、及び第３副画素ＳＰ３は青色副画素と定義する。
【００７１】
　図３には、一つの第１副画素ＳＰ１、一つの第２副画素ＳＰ２、及び一つの第３副画素
ＳＰ３が示されているが、これは、説明の便宜のためのものであって、有機発光表示装置
３００は、複数の第１副画素ＳＰ１、複数の第２副画素ＳＰ２、及び複数の第３副画素Ｓ
Ｐ３を備えうる。
【００７２】
　第１副画素ＳＰ１は、第１電極３１０、中間層３２３、第３有機発光層３３３、電子ア
クセプター層３２５、バッファ層３２６、第１有機発光層３３１、及び第２電極３５０を
備える。第２副画素ＳＰ２は、第１電極３１０、中間層３２３、第３有機発光層３３３、
電子アクセプター層３２５、バッファ層３２６、第２有機発光層３３２及び第２電極３５
０を備える。第３副画素ＳＰ３は、中間層３２３、第１電極３１０、第３有機発光層３３
３及び第２電極３５０を備える。
【００７３】
　基板３０１上に第１電極３１０が形成される。基板３０１及び第１電極３１０の具体的
な構成は、前述した実施形態で説明した通りであるので、具体的な説明は、省略する。
【００７４】
　第１電極３１０上に正孔注入層３２１及び正孔輸送層３２２が形成される。正孔注入層
３２１と正孔輸送層３２２との間に中間層３２３が配される。中間層３２３は、ヘキサア
ザトリフェニレンヘキサカルボニトリル（ＨＡＴ－ＣＮ）、ＭｏＯ３及びフラーレン（Ｃ
６０）からなる群から選択されたいずれか一つを含みうる。特に、中間層３２３は、１，
４，５，８，９，１１－ヘキサアザトリフェニレンヘキサカルボニトリルを含みうる。
【００７５】
　ヘキサアザトリフェニレンヘキサカルボニトリル（ＨＡＴ－ＣＮ）、ＭｏＯ３及びフラ
ーレン（Ｃ６０）は、電子をトラップするだけでなく、正孔の輸送性能に優れている。し
たがって、中間層３２３が正孔注入層３２１と正孔輸送層３２２との間に配されて、第１
電極３１０を通じて注入された正孔を有機発光層３３０の方向に容易に移動する。
【００７６】
　一方、中間層３２３と正孔輸送層３２２との間に正孔輸送物質または正孔注入物質を含
有する補助層３２４がさらに配されることもある。
【００７７】
　正孔輸送層３２２上に有機発光層３３０が形成される。有機発光層３３０は、第１有機
発光層３３１、第２有機発光層３３２及び第３有機発光層３３３を備える。
【００７８】
　具体的に説明すれば、まず、第１副画素ＳＰ１、第２副画素ＳＰ２及び第３副画素ＳＰ
３の全体にわたって、正孔輸送層３２２上に第３有機発光層３３３が形成される。
【００７９】
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　第３有機発光層３３３は、青色可視光線を発光し、具体的な材料は、前述した実施形態
で説明した通りである。
【００８０】
　第１副画素ＳＰ１及び第２副画素ＳＰ２には、第３有機発光層３３３上にバッファ層３
２６及び電子アクセプター層３２５が配される。
【００８１】
　電子アクセプター層３２５は、ヘキサアザトリフェニレンヘキサカルボニトリル（ＨＡ
Ｔ－ＣＮ）、ＭｏＯ３及びフラーレン（Ｃ６０）からなる群から選択されたいずれか一つ
を含みうる。特に、電子アクセプター層３２５は、１，４，５，８，９，１１－ヘキサア
ザトリフェニレンヘキサカルボニトリルを含みうる。
【００８２】
　バッファ層３２６は、正孔輸送物質または正孔注入物質を含む。
【００８３】
　そして、第１副画素ＳＰ１で、バッファ層３２６上には、第１有機発光層３３１が形成
される。第１有機発光層３３１は、赤色可視光線を発光し、具体的な材料は、前述した実
施形態で説明した通りである。
【００８４】
　第２副画素ＳＰ２には、バッファ層３２６上に第２有機発光層３３２が形成される。第
２有機発光層３３２は、緑色可視光線を発光し、具体的な材料は、前述した実施形態で説
明した通りである。
【００８５】
　全体副画素にわたって、有機発光層３３０上に電子輸送層３４１及び電子注入層３４２
が順次に配される。本発明は、これに限定されず、電子輸送層３４１及び電子注入層３４
２が配されないこともあり、二つの層のうち一つの層のみが配されることもある。
電子注入層３４２上に第２電極３５０が配される。第２電極３５０上に密封部材（図示せ
ず）が配されうる。第２電極３５０及び密封部材についての具体的な説明は、前述した実
施形態と同一であるので、省略する。
【００８６】
　本実施形態の有機発光表示装置３００は、第１副画素ＳＰ１の第３有機発光層３３３と
第１有機発光層３３１との間、及び第２副画素ＳＰ２の第３有機発光層３３３と第２有機
発光層３３２との間に電子アクセプター層３２５が配される。電子アクセプター層３２５
には、余りの電子がトラップされ、結果的に、有機発光表示装置３００の寿命が向上する
。また、混色が防止され、有機発光表示装置３００の画質特性が向上する。特に、バッフ
ァ層３２６によって、有機発光表示装置３００の画質特性及び寿命延長効果が増大する。
【００８７】
　また、本実施形態の有機発光表示装置３００は、正孔注入層３２１と正孔輸送層３２２
との間に電子アクセプター層３２５と同じ材料で形成される中間層３２３が配される。中
間層３２３によって正孔の輸送効率が向上する。これを通じて、有機発光層３３０で電子
と正孔との再結合効率を向上し、結果的に、有機発光表示装置３００の光効率が向上する
。
【００８８】
　また、本実施形態で可視光線の光路長を各副画素別に異ならせることによって、マイク
ロキャビティー効果を具現できる。
【００８９】
　図４は、本発明の有機発光表示装置の寿命を示したグラフである。具体的には、図４は
、使用時間の変化による有機発光表示装置の相対輝度を示した図面である。ここで、相対
輝度とは、有機発光表示装置の寿命を表す指標であって、最初輝度に対する各時刻での輝
度の比である。図４で、（ａ）は、本発明の有機発光表示装置の例であり、（ｂ）は、電
子アクセプター層を使用しない従来の有機発光表示装置の例である。
【００９０】
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　図４の（ａ）を参照すれば、有機発光表示装置を１０００時間連続使用しても、相対輝
度が約９５％である。すなわち、１０００時間が過ぎても、最初輝度に比べて、５％だけ
低下した輝度を表す。図４の（ｂ）を参照すれば、有機発光表示装置を１０００時間連続
使用すれば、相対輝度が約８０％である。すなわち、１０００時間が過ぎれば、最初輝度
に比べて、２０％も低下した輝度を表す。
【００９１】
　図４に示したように、本発明の有機発光表示装置は、時間変化による輝度低下が小さく
て、寿命が顕著に向上する。
【００９２】
　図面に示された実施形態を参照して説明されたが、これは、例示的なものに過ぎず、当
業者ならば、これから多様な変形及び均等な他の実施形態が可能であるということは理解
されたい。したがって、本発明の真の技術的保護範囲は、特許請求の範囲の技術的思想に
よって決定されるものである。
【産業上の利用可能性】
【００９３】
　本発明は、表示装置関連の技術分野に好適に適用可能である。
【符号の説明】
【００９４】
　１００，２００，３００　　有機発光表示装置
　１０１，２０１，３０１　　基板
　１１０，２１０，３１０　　第１電極
　１２１，２２１，３２１　　正孔注入層
　１２２，２２２，３２２　　正孔輸送層
　１２５，２２５，３２５　　電子アクセプター層
　１３０，２３０，３３０　　有機発光層
　１３１，２３１，３３１　　第１有機発光層
　１３２，２３２，３３２　　第２有機発光層
　１３３，２３３，３３３　　第３有機発光層
　１４１，２４１，３４１　　電子輸送層
　１４２，２４２，３４２　　電子注入層
　１５０，２５０，３５０　　第２電極
　２２６，３２６　　バッファ層
　３２３　　中間層
　３２４　　補助層
　ＳＰ１　　第１副画素
　ＳＰ２　　第２副画素
　ＳＰ３　　第３副画素
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